
福岡市消防局
Fukuoka City Fire Prevention Bureau

あらゆる災害から市民の生命、身体及び財産を守るため、
消防・救急体制の充実を図り、

安全・安心が確保されたまちづくりを推進します。



令和８年度の主な事業

アイランドシティ新設出張所整備
１災害防ぎょ活動体制の充実

消防ヘリコプター更新整備
１災害防ぎょ活動体制の充実

消防団アプリ導入事業
１災害防ぎょ活動体制の充実

航空消防活動における安全性の向上や
迅速かつ的確な救急・救助活動を推進する
ため、消防ヘリコプター２号機「ほおじろ」の
更新整備を実施します。

＜今後の予定＞
令和８年度～ 契約・機体製造
令和11年度 機体納入・運用開始

＜今後の予定＞
令和８年度 建築工事
令和９年度 建築工事・供用開始

【 建物イメージ 】

消防出張所
（建設地）

こども病院

消防団活動における情報共有の迅速化や
事務負担の軽減を図るため、活動を支援する
スマートフォンアプリ（消防団アプリ）を導入
します。

【消防団アプリのイメージ】

事務負担の軽減

○年間約5,000件の出動報告書など、
紙での各種報告事務をアプリで実施

情報共有の迅速化

○火災の発生場所や消火栓の位置情報など、
活動に必要な情報をアプリで共有

アイランドシティにおけるまちづくり・みなとづくりの進展や人口の増加などによる消防・救急需要に
的確に対応するため、新たに消防出張所を整備します。
・消防車と救急車を新たに配置
・72時間稼働可能な非常用発電機を設置するなど、災害に強い庁舎を整備
・女性専用施設を充実させるなど、働きやすい職場環境を整備

（ゆりかもめ） （ほおじろ）



火災予防の啓発推進

救急隊の体制強化

3防火・防災体制の充実

２ 救急体制の充実

●火災予防対策

全国的に発生している林野火災やリチウムイオン電池
火災について火災予防の普及啓発を行います。

●各世代に応じた火災予防普及啓発
SNS等を活用した広報や、高齢者を対象とした対面型

防火講習の実施など、各世代に応じて効果が高い火災
予防の普及啓発を行います。

早良消防署周辺の救急隊は、市内の救急隊の中で最も出動件数が多くなっています。
現在、早良消防署に配置している救急隊２隊のうち第２救急隊は昼間帯のみで運用していますが、

配置人員を5名増やすことで２４時間３６５日稼働できる体制に強化します。

早良消防署（本署）
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救急需要対応の効率化の推進
２救急体制の充実

●マイナ救急
令和７年度に総務省の実証事

業として実施した「マイナ救急」
を本市の事業として導入します。
マイナ保険証を活用し、傷病者

の医療情報等を閲覧することで、
正確な情報を取得し、救急活動
の効率化を図ります。

●救急ステーション
救急需要の高まりにより、近くの救急隊が出動できず到着

が遅くなることが課題となっています。 
救急需要が高い地域に救急車を移動させる「救急ステー

ション」を運用することで現場到着時間の短縮を図ります。
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